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Consideration on movement in older age in Ama Town, Shimane 
Prefecture




　The	objective	of	 this	 study	 is	not	verification	
of	 regional	 trends	or	 individual	policies	 in	Ama	
Town,	 Shimane	 Prefecture,	 but	 to	 discuss	
how	welfare	 services	 infrastructure	 should	 be	
constructed	 in	a	region	having	disadvantages	 in	
medical	and	welfare	services	in	order	to	encourage	
local	 residents,	 not	 only	 the	 current	 but	 also	













that	 facilitate	 local	 residents	of	 the	current	and	
subsequent	generations	continuing	 living	 in	 the	
island.	 In	Ama	Town,	 the	percentage	of	elderly	




However,	 there	 are	 still	many	 elderly	 people	
who	 leave	 the	 island.	The	background	 includes	
difficulties	of	improving	the	dwelling	of	the	elderly	
and	 reduced	antipathy	against	 living	 in	 a	 city.	
It	was	 suggested	 that	mutual	 complementation	
and	promotion	 of	welfare	policies	 and	 regional	
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方で、知夫村が 20 人、隠岐の島町が 51 人の転入者数が
転出者数を上回る「社会増」となった。海士町の「社会
減」の大半が進学や就職に伴う若年層の流出が要因であ










































revitalization	policies,	 such	as	 job	 creation,	 are	
problems	to	be	addressed	to	help	people	continue	
living	in	an	island	even	when	they	age.		
Keyword: Ama Town, regional revitalization, 
place of death, welfare services 
infrastructure
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る。表 1は「平成 27 年国勢調査」による 4町村の人口
の状況を示したものである。これを見ると、海士町の高
齢化率は 39.0% と、西ノ島町 39.4%、知夫村 49.6%、隠
岐の島町 38.1% とならび高齢化が進んでいる。
　65 歳以上の高齢者単身世帯の割合は、全国平均
11.1%、島根県 11.9% であるのに対し、海士町は 18.4%、
西ノ島町は 18.2%、知夫村は 26.0%、隠岐の島町は 17.4%
と高くなっている。また、65 歳以上の高齢者夫婦のみの
世帯の割合も、全国 9.8%、島根県 11.2% であるに対し、
海士町 15.7%、西ノ島町 16.0%、知夫村 20.8%、隠岐の
島町 15.2% と、全国及び県全体と比べ高くなっている。

















のは平成 25 年の 61 人で、転入超過は平成 26 年の 8人、
平成 27 年の 10 人と続いた。ところが、平成 28 年には、
転出者数が転入者数を上回る「社会減」に転じた。平
成 28 年の社会減は平成 22 年以降最多の 39 人となった。
転出超過 39 人を年齢区分別にみると、14 歳以下は 9人、











 表 2 には、総務省がまとめた『住民基本台帳人口移動報告』に基づく、海士町の社会増減
の状況を示している。転入者が転出者を上回る「社会増」が最大であったのは平成 25 年の
61 人で、転入超過は平成 26 年の 8 人、平成 27 年の 10 人と続いた。ところが、平成 28 年
には、転出者数が転入者数を上回る「社会減」に転じた。平成 28 年の社会減は平成 22 年
以降最多の 39 人となった。転出超過 39 人を年齢区分別にみると、14 歳以下は 9 人、15 歳
以上 64 歳以下は 14 人、65 歳以上は 16 人と、高齢者の転出超過が最多である。しかも、







 次に、高齢者の転出先を検討する。表 3 は、高齢者の転出先を示す資料であるが、ここ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　人口・世帯構造
　　　　　全国 　　　　島根県 　　　　海士町 　　　　西ノ島町 　　　　知夫村 　　　隠岐の島町
平成22年 平成27年 平成22年 平成27年 平成22年 平成27年 平成22年 平成27年 平成22年 平成27年 平成22年 平成27年
人口総数(人) 128,057,352 127,094,745 717,397 694,352 2,374 2,353 3,136 3,207 657 615 15,521 14,608
平均年齢 45.0 46.4 48.4 49.5 54.4 52.9 55.9 55.7 57.5 58.2 51.9 52.9
65歳以上の人口
割合(%)
23.0 26.3 29.1 32.6 38.9 39.0 39.5 39.4 46.4 49.6 33.9 38.1



































































































































































計 0〜14歳 15〜64歳 65歳以上 計 0〜14歳 15〜64歳 65歳以上 計 0〜14歳 15〜64歳 65歳以上
H22 141 30 109 2 104 16 72 16 37 14 37 △14
H23 77 7 70 0 95 10 75 10 △18 △3 △5 △10
H24 124 13 105 6 106 10 82 14 18 3 23 △8
H25 156 33 118 5 95 10 71 14 61 23 47 △9
H26 120 7 109 4 112 11 89 12 8 △4 20 △8
H27 134 13 109 12 124 13 99 12 10 0 10 0
H28 96 6 88 2 135 15 102 18 △39 △9 △14 △16
出所：総務省「住民基本台帳人口移動報告」より作成。
資料：総務省「平成 22 年国勢調査」、「平成 27 年国勢調査」より作成。
注：施設等の世帯には、寮・寄宿舎の学生、生徒、病院・療養所の入院者、社会施設等の入所者、矯正施設の入所者等を含む。
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4人、県外が 14 人、平成 25 年には県内が 2人、県外が







と、「その他」が平成 24 年 10 月から 25 年 9 月に 12 人
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65歳以上の人口
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には県内が 4 人、県外が 14 人、平成 25 年には県内が 2 人、県外が 7 人、平成 26 年には























H24 18 4 ー 3 1 ー 3 11
H25 9 2 1 ー 1 ー ー 7
H26 20 5 1 － 4 ー 6 9
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　病院死亡割合は 1999 年の 72.0% から 2008 年の 79.7%




割合は 1999 年の 3.9% から 2013 年の 9.6% へと 5.7% ポ
イント上昇しており、増加傾向にある。2013 年には老人
ホームでの死亡数は830人に至っている。それに対して、
自宅死亡割合は 1999 年の 19.2% から 2013 年の 10.2% へ
と減少し続けている。自宅死亡数は 1999 年の 1,334 人











































対して、自宅死亡割合は 1999 年の 19.2%から 2013 年の 10.2%へと減少し続けている。





次に、海士町の死亡場所割合を検討する。図 1 は、1999 年〜2013 年の隠岐 4 町村の死
亡の場所別にみた死亡数割合の推移を示したものである。図 1-5 に示すように、海士町の
自宅での死亡割合は、他の隠岐 4 町村に比べて近年上昇傾向にある。2013 年の海士町の
自宅死亡割合は 35.3%で、県全体 10.2%の 3 倍以上となった。海士町には、グループホー
ム、サービス付き高齢者住宅、届け出のない老人福祉施設は整備されていないため、自宅
死亡は「狭義の自宅」をさす。 
この自宅での死亡数・死亡割合は 1999 年の 37.8% （14 人）から 2001 年に 24.3%（9
人）へと 13.5%ポイント低下したが、2001 年以降は増加に転じ、2004 年の 35.7%を最高
値にして、それ以降徐々に減少し、2009 年の 10.0% （3 人）を底にして、再び上昇に転
じ、2013 年には 35.3%（12 人）になっている。西ノ島町が 22.0%（11 人）、知夫村が
12.5%（1 人）、隠岐の島町が 11.3%（26 人）であるに対して、海士町の自宅死亡割合は極
めて高い。ただし、この間の推移は文字通りの一進一退であり、現時点では、明らかに上
昇傾向に転じたと断言できない。老人ホームでの死亡割合は 1999 年〜2013 年に振幅を示
しながら、2013 年に 23.5%となっている（図 1-4）。病院死亡割合は 2013 年 38.2%である
に対して、西ノ島町 62.0%、知夫村 62.5%、隠岐の島町 57.1%となっており、病院死亡割
合は極めて低い（図 1-1）。入院施設がない海士町では、病院での死亡は島外での死亡を意
味する。これらのことから、海士町内での死亡は、在宅での死亡と老人ホームでの死亡を
あわせた数であり、高齢者の年間死亡数の約 6 割を占めることがわかる。 
 
表5　島根県の死亡の場所別にみた死亡数・割合の推移　　　　(単位:人)
1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
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地域イノベーション第 10 号 − 52 −
　この自宅での死亡数・死亡割合は 1999 年の 37.8%	（14
人）から 2001 年に 24.3%（9 人）へと 13.5% ポイント低
下したが、2001 年以降は増加に転じ、2004 年の 35.7%
を最高値にして、それ以降徐々に減少し、2009 年の
10.0%	（3 人）を底にして、再び上昇に転じ、2013 年に
は 35.3%（12 人）になっている。西ノ島町が 22.0%（11




老人ホームでの死亡割合は 1999 年〜 2013 年に振幅を示
しながら、2013 年に 23.5% となっている（図 1-4）。病
院死亡割合は 2013 年 38.2% であるに対して、西ノ島町
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地域イノベーション第 10 号 − 54 −
は、これまでも力を入れてきた在宅医療・介護サービス
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7）	 平成 18 年 3 月 31 日　老発第 0331004 号改正　生活支援ハウス（高齢者生活福祉センター）運営事業実施要綱を参照のこと。
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